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オル トア ミノフェノ-ル ･メタンスルフォン酸









有 Kirchner培地では OM とほぼ等 しい阻止力
を示す こと,又殺菌効果が勝れていること等の
諸点を強調 している｡著者 はこれ ら試験管内実
験の成績か らみて, SOM を生体実験的に更に
検討を進める必要を認め以下に報告するような
種 々の実験を試みた｡
本第では, SOM 単独及び他剤 との併用投与
時の血中制菌力持続時間の消長を,志保田の方
法26,27)により家兎及び健常人を用いて 検 討 し
たO なお表 1は SOM と OM の化学構造,分
子量此,MIC 等を示 したものである｡
表 1















































































表 3 術 式
京大結研紀要 算13巻 第 1号
90% 0.9cc 10倍濃厚 Kirchner培地原液 0.1cc . 1.0cc ; 1 滴
のである｡尚判定(-)をもって完全阻止とし,対照よ
り弱い発育のものを不完全阻止とした｡





第3章 実 鼓 成 積
1. OM とSOAIの単独経口投与時の血中制
菌力の比較
健常家兎 4匹を用いて OM 50mg/kg単独経
口投与 と,分子量比か ら換算 した SOM の相 当






たのみで他 はいずれ も制菌効果を示 さなか った
のに反 し,SOM IOOmg/kg単独経口投与では,
90%血清加 Kirchner培地で平均1.75時間,50




は一括 して図 1に示 したO
成 績
投 与 薬 剤 J 投 (方与法)量
OM ; 50mg/kg(経口)
家 兎 番 号
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血 清 加 Kirchner 培 地
90% 50% 10%
















経 口 投 与
図 2 平 均 血 中 制 薗 力 持 続 時 間
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か ら SOM の併用効果を検討するために,次の
3つの組合せで血中制菌力持続時間の比較を行
った｡









び8時間に行った｡ なは投与量は夫々 KM 40
mg/kg,CSIOmg/kg,SOMIOOmg/kgである｡
表 7 実 験
京大結研紀要 第13巻 第1号
















持続時間は図4に示 した｡CSに SOM を併用
すると,CS単独投与に比べて, いずれの血清
濃度でも,1時間以上の血中制菌力持続時間の
投 与 薬 剤 lE 覧び晶 万苦
? ? ? ? ?
?? ? ? ? ?










血 清 加 Kirchner 培 地
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図 3 平 均 血 中 制 菌 力 持 続 時 間
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表 8 実 験 成 績
- 65-
投 与 薬 剤
CS
投 与 量
及び投 与 方 法
long/kg経口














































及び投 与 方 法
40mg/kg 皮下注射
10mg/kg 経口


















京大結研紀要 第13巻 第 1号
図 5 平 均 血 中 制 菌 力 持 続 時 間
1 2 3 4 5 6 7 時間














































血 清 加 Kirchner 培 地
50% ! 10%
1.0 ! 0
? ?? ?? ? ?






























3 4 5 時 間
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SOM 2者併用投与及び KM･CS･SOM 3者併用
- 68-
投与の3つの場合について検討 し,夫 々を KM
単独投与,CS単独投与及び KM･CS2者併用




















又, SOM と他の2, 3の抗結核薬との併用
投与によって,有効血中濃度持続時間の延長を


















し, 叉, KM･SOM 2者併用投与, KM･CS･
SOM3者併用投与の2方式に於ても,夫 々KM
単独,KM･CS2者併用に比べて,わづかではあ
るが血中制菌力持続時間の延長を認めた｡
CS･SOM2者併用投与の血庫制菌力持続時間
に及ぼす延長効果は健常人を対象とした実験で
も証明された,又,SOMは INHと併用投与す
ることにより,INHの血中制菌力持続時間を延
長することが明らかになった｡
潤筆にあたり終始御指導を頂きました前川暢夫助教
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会社の方々に深甚の謝意を捧げます｡
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